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I lexiconの意味

lexiconというのは，原語はギリツャ語えEどば加で「辞書」を意味するが，ョ
ーロ ッパでは特にギ リジャ語，ラテン語，ヘプライ語，アラプ語等古典研究に必要

な，またそれに関係ある言語の辞書を指して言っている。しかしおそらくこの語は
古インド語 likh「ひっ掻く ，振き跡をつける，書く」から由来したものであろう。

辞書とは，ある種の国語の単語を，あ る一定の様式—たとえばアルファ ペッ
ト順ーーに排列し，その各語に相当した，あるいは最も近い意味を有する他の国語
を記入して最初の国語の有する意味を解明したものである。

II lexiconの種類

lexiconを一般に「辞書」という意味に解釈すれば，その種類は多数ある。

1) 対訳辞書：ある国語の単語を一定の順序，様式に従って排列し，それにそ
の国語｝こ相当する意味内容を有する他の国語を併記したもの (Iの説明に同じ）。

2) 双解辞書：ある国語の単語に外国語訳を付し，さらにその国語の同義語
で，あるいは他の言葉で説明を加えたもの。

3) 解説辞忠：ある国語の単語の惹味内容を，通常は他の国語で詳細に説明し
たものo

4) 語源辞書 ：ある国語の語源，すなわちある程度まで潮った形やその変遷，
および他の外国語からの借用語の根源を説明したもの。

5) 語根辞書：ある外国語の発生論的要素を捉え，語根すなわちこれ以上分解
して解釈できないと思われる根本的な形について，その morpheme<語素＞の有
する意味を明らかにし，その相互関係および附浩詞をも加えて説明したもので，厳
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Arabic Jex,cographyの諸問坦 3 

密な意味で，語源辞書とは内容，目的を異にしているo

6) 用語辞書 ：各単語の用語．すなわち場合々々における姿を捉えてその用法

を示したもので，同意語の区別および伯用句にまで言及したもの。

7) 文法辞困：文法上の用語用法および普通の辞書にほ載っていない特殊な文

法的変化を詳細に示した辞書．特にアラプ語は文法的変化が悛雑であるため：ここの

種の辞書が必要である。

III lexicographyの意味

lexicographyは lexicologyとは異なった分野である。この言葉は．や（まりギ

リジャ語の入EftK加+rpa<j,w,<書く＞の結合したもので，＜辞書を書く＞の謂で

ある。一般に訳語としては＜辞書編鈷法＞とされている。

辞書編認に当たってほ，まず編鉦の対象とする言語の性格，語数，使用頻度，

かつてその言語について絹梨された辞書の研究，編磁の目的， 主旨，語の排列の方

法，語の取捨選択，熟語 ・慎用句の取入れ等細心の注意と万全の準備の下に行なう

べきである。

一旦これらの諸条件のあるものが欠けたとしてもその辞書は形の整わないも

のとなり，使用者にとって不便を与え，調査の手数をかけさせることになるc

w 特にアラブ語を採り上げた理由

以上は辞書そのものの意味について概略述べたのであるが，次にアラプ語の辞

書について述べよ うo この項で他の言語を採り上げず，特にアラブ語を採り上げた

のは次の理由によるものである。

1) アラプ語の辞書の棚準的な，あるいは決定版的なものがまだ出版されてい

ない。

2) 文法的変化があまりにも複雑で，語形が多過ぎるo

3) 各辞書の形式があまりにも区々である。

4) 採り入れた語が区々である。

5) 旧版が多く，新語に欠けている。

各辞書の比較の内容見本は文末に掲げた。

V アラブ語各辞書の概観

アラプ語辞書で知られたものとしては，参考書目に挙げたものが主なものであ

るが， このほかに EdwardWilliam Lane. の大辞書があるo この人は， ≪An 
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account of the manners af!d customs of the m9dern Egyptians. 18p6≫ その他

のエジプ ト，ア ラプ関係書で著名な人，千夜一夜の原文からの訳でもよく知られて

いる。 この人の辞書は相当詳しいものであるが，この項では，都合により内容を示

さないことにしたo

Wortabetのものはカイロの旧版 (1888)とニュー・ヨークの新版 (1954)と

があり，旧版は新版に比し約2倍の内容を有しているが，新版の方には English-

Arabicが併載されている。その編集方針は両者一様である。

Steingassのものは，他の辞書に比し思い切った独特の形式を採り，見出し語

の排列も必ずしも語幹によらず，mu.(概ね人），ma-(概ね所）， mi-C概ね物，道

具） をあらわす語は，概ねそのままアルファベット順に固かれている。なお各派生

形の動詞状名詞もそままアルファベッ トの順に排列されている。

Elias の辞祖には大，中，小の三型があり，大は基本版，中は学生版，小はボ

ケット版である。いずれもカイロのModernPressから出版され，世界的に普及さ

れているのは新語に富んでいるからであるが，この大，中，小いずれにも動詞現在

形第 2母音と名詞の複数形を欠いていることは多大の不使を与えている。

Al-far忍iduad-durreeyatu の英語版のものは同じくベイルート で発行された

Belotの同名の辞四の英訳の縮小版と思われるが，多少形態を異にしており，語幹

が大文字で明記されている点，あたかも Kazimii:skiのそれに似ているo この辞書

は手頃で，ボケッ ト版としてはかなりよく編認され， Wortabetの新版とは比較に

ならないほど利用価値のあるもので，近代語も少なからず採り入れられてある。

Hans Wehrの辞害は，英語版が1961年にニュー・ヨークで出版されたが，原

本はドイツ版であり， その詳細な批評は《Journal of the American Oriental 
Society, Vol. 83, No. 3, 1963》の Reviewof Booksに DropsieCollegeの M

M. Bravmann氏が戟せているからここでは省略する。

Baranov の辞書は，近代語の採用はともかく， あらゆる点で親切であり，巻

末には世界各国のアラプ語呼称の地名リス トが加えられていることは使利である。

Kazimirski の辞困は，上 ・下二巻から成り，すべての語幹が採り入れてある

と謳ってある様に，たいそう詳しいものであるが，動詞の派生形の表示にもう一段

の研究が加えられて然るべきではなかったかo近代語に欠けている。

VI アラブ語文法上の諸条件と lexicographyとの関係

アラプ語は文法的変化が余りにも複雑であるために，lexiconを編認する上に

多くの点（条件）を考慮に入れなければならない。それには概略次の11項目を挙げ

ることができよう。その条件の一つが欠けてもその辞書は使用者にとって利用し難

いし，、さ・らにその欠陥を他の辞書で補わなくては使用目的が果たされない。
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辞書は言葉を取り扱ったものであるから，厳密には刻々とは言えないまでも，

時にふれ内容が変化していくべきものである。他民族との接触によって借用語がで

きたり，新しい現象が生じればそれに従って新語も造られる。この様に古い辞書は

一定の期間を区切って再網成されなければならず，廃語や古語は，辞書の目的に応

じてそれぞれその帰属すべき所を定められるべきである。

この意味において，アラブ語の辞書もまた旧版より新版へ，古い不備な条件よ

り新しい完備した条件へと推移して行く必然性と傾向とを無視し，半～•一世紀前の

辞書に版を重ねることは決して喪明な策とは言えない。

1) tanweenの問題

tanweenとは，アラプ語名詞および形容詞の文語々尾のことで， たとぇば

kitabく書物，本＞ は文語では kitab-un と読まれる。 Wortabet,Baranov, 

Fara'id, Eliasの辞書にはこれが現わされているが，Ha1,1sWehr, Steingassのに

はともに示されていない。これが示されていないと，文語を正しく読む上に困る場

合が生じる。すなわちアラブ語では．名詞および形容詞の全部が tanweenを保持し

ているのではなく，あるものは最後のnを脱落させた形を採り ，その obliquecase 

の語尾も異なっている。そのために，両者の区別をするためにも tanweenの明示

は辞書として必要である。

2) 複数形の問題

多くのアラブ語の辞書には，腹数形が示されているo複数形には一定の規則が

あるとはいえ，不規則にも等しいほど繁離なものだけにー語ー語にそれを明示しな

ければならない。また単複両用の形の語がある。 Eliasの辞書にはこの複数形が欠

けているために使用に不便である。

3) 動詞現在形第 2母音の問題

アラブ語の動詞には他のセム系語（大部分は一且死語となっ，た） ．の動詞同様，

現在形の第 2母音がある。これは動詞原形の第2母音とは異なる場合が多い。

原形 現在形

kat的a yak坦bu

sp.ar_1_ba yashr~bu 

kathl}ra yakth旦ru

c:Jar_<!ba ya~r_! bµ 

fataha yaftahu -. -. 

書く

飲む

多くある

．打つ

開く

またこの母音の種類によっては，語義の変わるものさえある。従って動詞原形

の第2母音と現在形の第 2母音とを知らなくては文章を正しく読み．また正しく 話

- 178-
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すことはできない。なお死語となった--:こ—堪吾ぱ ， 七ム謡こは本来•;;: ·、·. C音等を用い
て第 2母音を歪めて発音している。

現在形の第2母音は，原形の第2母音との問に大体の規則はあるが，習恨によ
って変わるものもかなりある。そのため辞露にはこれを必ず明示すべきであるが，

Eliasの辞書には示されていない。

4) 現代語の問題

現代語は，新聞雑誌を読む上にぜひ必要である。多くの既刊のアラプ語の辞書
は, Eliasのものを除き，1800年代に編認されたため，現代語に欠けている。従っ
てSteingassの様な詳細な辞書であっても．古典を読には適しているが，現代文を
読むには不適当である。

5) Hamzat al-wa~l の問題 ·

これはアラプ語文法上の大問題である。これは多く の学者や辞書福羹者によっ
て，全アラプ語の 'alifで始まる語の前に hamzahが臨かれてあると見倣されてい
るものであるが， ism,ibn, ibnah, imra'ah, imra', ist, ithnan, ithnatanの8語．
定冠詞 al-および派生動詞で第IV形の 'af'ala以外の 'alifで始まる形の動詞およ
びその名詞形語頭の 'alifには hamzahがないのである。

hamzat al-wa~J というのは ， hamzahを有する 'alifの母音が先行語の末尾
の母音と liaisonする関係で消滅することを言い，それには上に挙げた諸語もこれ
tと相当するという見方と，上述の諸語には 'alifに hamzahを有しないから liaison
できるのだという見方との二通りあるo私は後者の説を保持する者で， hamzahは
喉音であるから liaison しない。従って hamzah が wa~l (喉音消滅）すること
はなく， hamzahを有しないものだけが liaisonする。多くの文法書や辞書にほ，
以上の諸語，諸形にも hamzahが付されてあるが，これは文法上，また音韻上明
らかに誤りである。なお hamzah を有する母音と有しない母音との区別は，古代
ニジプ ト語，コプト語にもあったし，現代 トアVグ語にも見ることができる。 ｀

6) 動詞と前置詞との結合の問題

アラブ語は，英語のように，動詞と前置詞とが結合してー語の意味を表わす場
合が多い。すなわち，前監詞には本来の意味を保持する場合と．動詞との結合によ
って本来の意味を失い，単に目的格を表わし，訳せば 「を，に」となる場合との二
通りある。ある一つの動詞を取り上げてみてもその結合する前置詞によって意味
を異にするものが多い，それがために動詞を示す場合には，

1, 動詞が前置詞と結合しない場合の意味

2, 前置詞と結合して前閤詞本来の意味を失う場合の動詞の意味
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Arabic lexicographyの加暉 7 

3, 動詞が前監詞をとるも前個詞が本来の意味を保持する場合の慈味

を考應に入れるべきである。

7) ローマニゼイションの問題

元来，アラブ語の辞書にほ，母音記号を付せばロ ーマ字書きは不必要である

が，それでもなおあった方が使利であり ，確かである。

Steingassは見出しの最初の語にのみアラブ原字を付し，他は全部ローマ字で

あり ，Hans Wehr のには一語一語にローマ字が付されてあるが，両者とも tan.

weenを省いている。

ローマ字は，転写が人によって差が著しいので， まだ統一した様式はない。

8) 派生形動詞をローマ数字で示すべきか，実形で示すぺきか

動詞の派生形を示すのに，原字で実形を採っている辞書と ，ローマ数字 (I,

II, ill等）を用いて示したものとがあるが，ローマ数字で示せば印刷上簡単ではあ

るが，弱動詞を示すのに不使であり ，実形とそれが第何変化であるかを示すのに，

ローマ数字を併用した方が使用上いっそう便利である。 Baranov の辞書には両者

併用してある。

9) 動詞状名詞を示す問題

アラプ語の動詞には，それぞれ動詞状名詞があり， Wortabetの辞書には，旧

新版ともこれがあたかも各動詞の目的格であるかの如くに示されている。Steingass

のものには名詞形として示されているが， Eliasのには示されていない。また Hans

Wehrのものにも動詞の次に示されている。このように動詞状名詞ばその動洞の

次へ主格形で示さるべきである。

しかしアラブ語中には，この逆の湯合もある。すなわち kibreet-un,kabreet-

un <マッチ，硫黄＞は名詞であるが，この言葉が動詞化されて kabrata<硫黄を

被せる＞となり ，逆に kabrata があたかも語源であるかのように示されているも

のもあることに注目する必要がある。

10) 形容詞の女性形を示す問題

形容詞の女性形ほ，その用法が複雑である。たとえば，＜赤色＞を示す語は，

袖maru(男），l?amra'u(女） となるが， 一般には kabeer-un(男）， kabeerat-

un (女）＜大きい＞の様な形をとる。このような場合，一般形は -at-unを付して

女性形とするが，色および不具を示す語については，一般とは異なった女性形を持

っているから，それを特示する必要がある。
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11) Vocabularyの採り入れ方

次に vocabularyの採り入れ方について，二，三調べてみると， vocabulary 

は，その派生語とともにできるだけ多く採り入れ，語如を似邸にすることが望まし

い。たとえば Wortabetの旧版と Fara'idの英版のものとを比較すれば，同一語

幹から派生した語でも，一方に採り入れてあって他方に発見できないものがかなり

ある。しかし編紅に当たっては，これらの辞書をできるだけ多く参照し，必要な語

を採り入れるべきである。ごく稀にしか用いられない語，および古代，中祉の文学

に出てきて現代とはほど遠いものなどは，現代語の辞匹から省いて，それらの必要

な分野に繰り入れたい。

なお沢語の問題としては，shahr に例をとれば，この語は現在は時のく月＞

を慈味するが，、ン リヤ語では天体のく月＞を指している。語根からみれば，この語

は shahく光＞を意味するから，当然，天体のく月＞が先慈であり ，時の＜月＞

が派生窓である。 Wortabetの旧版には両慈のく月＞が示されてあるように，採り

入れた語には詳細な意味を付することが親切であり ，語義の順序も問題とすべき点

であると考える。

~ 『
:,,: 茫 U1 工 [ JI I > 図 探; i!. 且 ~ ヨ ~ 

用
i 

~ 星
,,_ 

M 

［ 
部

ー・ <-, ・ -"" ~ 
~ 型

tanween 

゜゚゜
X X 

゜゚゜゚゜゚名詞の祓数形

゜゚゜゚゜゚゜゚
X 

゜゚現在第 2 母 秤

゜゚゜゚゜゚゜゚
X 

゜゚現 代 語 X X 

゜
X X 

゜
X X 

゜
X 

゜hamzat al-was! 

゜
.0 

゜
X X 

゜゚゜
X 

゜
X 

勁祠十前四詞

゜゚゜
X 

゜゚゜゚゜゚゜ローマニゼイション X X X 

゜゚
X X X X X 

゜山未形の実形

゜゚゜
X X 

゜゚゜゚゜゚動 名 詞

゜゚゜゚゜゚゜゚
X 

゜゚形容詞の女性形

゜゚゜゚゜゚゜゚
X 

゜゚l」
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Arabic lexicographyの諮問屈

Lochia. 
Jー,..,
むし

.,_ - ,,> ... ー
；ふ~ 叫
一.,、4_.,

A kind of dish made of~J 
一potm~ed rice boiled with milk 

'and四 gar.

A rainy night. 

To tell, · relate 必 ~f~と~.. 
incredible things. 

To rain heavily, ~ ぷふ＊
or pour down in heavy ehowen. 
Tei appear (moon); begin with 
the new moon (lunar month). 

To ho afraid, flee. To praise Jt 
God. Profe邸 theunity of知 d
by pronouncing the wor由ー

も\~\-;JI~ 、 、 There i3 no ot柘• • 
dぷtyl,ut God!" 

ウォルタベ＜ァ英辞芯>If:! 版

He1℃ I Come here l 

And so on, el c叫era.

Jelly. や し

Jelly-like, gelatinous. 

They ; their ; them. 

；；； 
;， l r" ! Is not ? Why not? 

l<; はI /." ,. ・Come! Haslcnl ;;; 
． 
JI> ...3'" 

,，，，> I -., } , 
~\文: To appear, (new moon). ~~ こ~'
4/,,,)I.. ! To pr.lise G叫. Jl,. 
> I ,,,;: ． 
~; To exult, be joyりus. ぷ

ウォルタベ＜ア英辞芯＞新版

＇ 
ヽ

To praise God. -.. - ., ← • ..,LL.a• 
’’ To applaud a person. "'一

To appear; 
come out. :_,.l; ・‘ぷ＇・"J.-:.
To fall heavily.')JI~ 丘：I
To be radiant , ., , .. 
with brightness.~jl J-4_;' 

’’ C , ・., ., re seen t. .,.,..JI ら~. J~ 
、;cw moon. ./f!.11 J,I Jt }・一． 

::; , 

)~{/, 

o

o

l
 

’
 

しl
。

.

a

.

1

3

-

．1/

も
，
．
竺
ぷ

1
 :1. 

．
 

3
 
．
 

3
 

•

心＇ 

ヽJ

s
 

．
 
．
 ’ヽ_
C
5
.
J
 

/
 

し

．

Io

l

a

 
一

・・
r
n
i
}
と

I

o

l

l

3

1

 

e
 

.

h
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s
 .. 
n
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t
 
.
J
 

eo.5
 

(

s

t

 

t

.

A

c
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p
n
E
 

•1 
t

n

 

・1

i
s
]
 

B

l

-

四

い

llill

I

I

E

E

 

急
〗
〗
臼

エリヤス ＜ア英辞苦＞
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10 

ment; break wind slightly; pass. 

畑 throwndowu ; ー VII.i11hik咋，

be made giddy, iutoxicate<l; 

kneel <lown . 

..a 1,akk, violent rain; pl. hか
lea位 t, a秘 ik, clepri•sRcd. suf・
ft>rrng; exC'rl'mPnt of a Lird. 

t~h吐ri', cou~h; reRt, r1ui, ヽt;
slum! ヽPr; voluptuougn,・ss, s日1-

t'ill:llity; — ..s huk,i'iyy, ,ulup-
tuous, sensual. 

(-.. や）加kab, 1. INF. hakb, laugh 

at, mork at, .J,、ride.
(.i. 心）. 11. hakk,1.d, INF. tahkid, pres8 

(J,l,) hall, u, I1'F. hall. (m.) 1, rnrt. 
hal,il, appear in the sky; begin 

with a. new ruoon; pour down 

vi,ilently; shout for joy, exult, 

cr_v out ; rejoice ; - II. INF. 

tah/ ii, pr叩 eGod, profess the 

unity of God, pronounce the 

words心I)Id.ll ::I l<.i曲 haillci.'l・

lrihv; ー 111.I!,F. hildl, mu励ll.a-t,

couclude a contra.ct or agree-

mPnt for a month; - 1v. INJ'. 

ihl、'ii,watch the appea.rant-e of 

the new moon ; 邸 t.and pa⑲.  

be on the point of showmg 

スタインガス＜ア英辞書＞

-丑,JIU加fhafslender. slim, snit<': 
thin 

（分）と加fiiu (haf,r. ; 央 haf,m,-'.もム
hafautln) to slip, e01i1mit a lapse. mnke-

a mistake: to err: to be weak "・ith 

hunger, famished, sta六 ed;to hurry, 

rush (JI to); to reach quickly (JI for 

8.th.), snatch (JI at s.th.); with ""'to 

iμduce s.o. (Jiね），ねmpts.o. to dos.th. 

はり； c_.;.. hafu・, hu.fuu.') to恥 tter,fly, 
float in the air; to throb ,iolently, beat 

feverishly, flutむr,be passionately ex・

芍• halla. i (hall) to appear. come up, show 

(new moon); t-0 begin. set in (month) 

II to sny t.he words /<i iuiha ;11,, lliih; to 

shout with j~y, rejoice. exult. jubili,te; 

to applnnd. acclaim. cheer (J s.o.) n・to 

appear (new moon); t-0 dicer, exult: 

to offrr up (J½'an animal to a deity) 

、・toshine. gleam. glow. be ,・adiant: to 
beam咄 hjoy (face); to be delighted. 

jnbilnnt: to cheer. rejoice. exult .. jubilate 

,・11 to fall heaYily. pour down (rain); to 

begin (j with). take up. undertake. 

ハンス ・ヴェ ール＜ア英辞芯＞

• 
To fall heavily')I; ヽi~-•j.
(rain). To appcar(new moon). 

To begin (lun2r month). To 

rejoice. To lose their gloss, to 

become shabby (clothes) 

To expand (the dough: woman) ,,. ー

To be frightened, to fly away.To』A

praise God, by repeating ． 
.:iii -rl .JIゞ(thereis no God ． 
but God) 

To starve a.o. 
9、。J
--Transient rain. Ravenous hungerじ△

Fault, slip,crror, lapse .:.,I~ ―ァらら

Destitute.Starving _..ii y>~ 屯~P~\A

Foolish people 心A

Clash of swords. Clatter~ ヽ•

Roaring of the sea. Gurgling み;,. 

noise in swallowing. Extensive sea 

To strut 吐 .-Jf .J:._,. • 
Lofry bui!d'ing. Altar, Jf~ ク ~Jy•

ファラ ーイド＜ア英辞杏＞
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NoU1velle lune. ふ吐屯 '1'fJーゎ
L皿 edes premiers ou <ies del'-

nit'la・s jours dn muis. Cro迪 ant.

Tout・ce 01ii n la forme d'un c1・ois-． 
sant. (;l'arnp0n. fe1• de la lanc0 a 
deux pointf's. 々Pa1・enth邸e.
Joie qni suいCぃJ,.i~la tristesse. ~ 

II est alle un .;,¥J, ~ 出必如-
ne eait oi1. 

Terre trempee seule par la 屯
μlune. 

C,l:11mrncPment d'uoぶi+;,,:.,., J~-

Arabic lexicographyの諸問阻 11 

Tomber avec violenre丈ム心青
(pluie). Apparaitt・e a. l'h OI'UC遍
(nouvelle lune). Commencer (moia 

lunaire). Se rとjouir(四!!O皿 e).
令 S'user, pピrdre 即 n 匹 tre

(habit). 
~ 々丘r;onoe1・(lepaiu : fen叫）. ,. ー
ふ oirpem'; f直1・.Louer Dieu 必
en disant もH四し ~(musulman).
s・a畑teuirde... ~­

Louer (uu ouuier)~ 双丸涅~~
po山・unmois lunaire. 

ベロー＜ア仏辞害＞

ぷt.Apparallre, commencer) se moo-
trer a l'hori1.0n :se diL de la nouvelle lune). 

De la 2. Commence; (se dil du mois lu-
. ' na1re). —rざI j..11. 3. Tomber avec 

Tiolel)CC (se dit d'une a,・erse) . .i. Crier 

de joic, 50 liner a une joio bruyante. 

’” 5. (11.・ d'act. .., Uふ Tissersa t.oile (記
dil de l'araigaee). I!. (n. c叩．虹｝
, . Fuir, prendre la fuite, ss立u.er.

en egorgeanl un animal, av . ._, tk la p. 

ou~cu l'a11imal. 8. ・Tuer quelqu'un 

avec un sabre. 9. Entamer quelqu'un. 伽
;' 

曲：辿 ・1.:,,l • ..__. .. ....JI~IL 
I,,, 
e sabre mordil a 

un tel). 10. Porler la langue contra le pa-

bis pour en tirer de la salirn (se dit d'un 
二、

bommo qui a函りーAupa心if,..,\.a.I~Ire 、=、
invoquc (,.: 竺 Q,idit;、A-?:泣均JAiレ
ll n'a pas ete invoque sur eel animal, sur 

celle ,・ictime、aucuneautre divinite que 

カズィミルスキー ＜ァ仏辞書＞

會

n.~biTb B 函34yxe;<-4や 6b1Tb I j_. (u) j_. I) , CT3t!OBHTbCll EHJlH• 

CTpO細匹 ．改6KHM; MblM, !IOJIBJl圧 JI,D0K33b1四 TbCJI;2) 

4ギ ))'?OHK油， npo3p紐H碑； ICXO邸咋 (oぷec叫e,11yHe); 3) ua叫

2) CTp6l!Hblil; Hanci,; IIぶ.i,I) Kpi!'laTb, DpHEeT• ’ 

ふ+i-=生 CTEOB3Tb B03rJiaca匹； 2) C泣BHTら

J (~) 1.1A (y) 出 UAU~)) C誌・
， 

npocna這 Tb;3) npCH3HOCHTb CJIOea. ’• 
J1an np如ax,OWH紐T区 11;2)此 T加， 叩 T む油CTBii KpoMe 如厄xa>..... 
HOC血 Cl!BB如 yxe;3) 6b1Tb lf311Y・(心 Ijl ._JI)I); IV Jふ nol!s•

炉HIIWM f如OJ(OM; H3roJlO店TbCll; 証TbCJI(0 /II0,10ao、IIMfC叫e,AyHe); 

バラノフ＜ァ厖辞害＞
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